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　血液疾患におけるGa－67シンチグラフィ　（Gaシンチ）

の意義について検討した。対象は悪性リンパ腫を除い

た白血病，多発性骨髄腫，骨髄線維症などの41例で，

いずれもGaシンチを施行したものである。

　検査方法はGa－67－Citrate（Ga）3田Ci静注72時

間後にシンチカメラで全身を撮像した。判定は脊椎な

いし骨盤（赤色髄存在部位）へのGa集積の程度を肝の

activityと比較し，肝の集積と同程度以上を陽性とし

た。また限局性の異常集積の有無にも検討を加え，14

例については骨シンチグラフィ（骨シンチ）と10例に

ついては骨髄シンチグラフィ　（骨髄シンチ）と比較し

た。

　Gaの脊椎ないし骨盤集積陽性は13例であった。限局

性に異常集積を示す例は33例にみられ，特に各関節部

脾および腎に集積を示す例が多かった。骨シンチとの

比較では13例で，関節部の集積は類似していたが，

他の部位では差異がみられた。骨髄シンチとは5例に

相反した集積を認め有用な情報を与えた。

　Gaシンチは血液疾患において，骨髄のみでなく髄外

　腋窩リンパ節郭清を伴うradical　mastectomy後
の上肢リンパ流の変化ぜ9叶c－HSAの皮内注射によ

るリンパシンチグラフィで検討した。
　方法はすでに報告してきたように⑲雪c－HSA5～10

mCiを手背皮内に注射し，2分毎30分までの連続イメ

ー ジをr一カメラで撮影した。同時に，30秒毎30分

までのデータをコンピュータに入力し，リンパ節や軟

部組織の時間・放射能曲線を作成した。

　リンパ浮腫のない症例や軽度な症例では鎖骨上リン

パ節を通る側副路が発達し，リンパ浮腫の高度な症例

では側副路がほとんどみられず，リンパ管のしゃ断像

軟部組織へのRIの著しい逆流を認めた。また，腋窩

リンパ節の描出がみられた症例もあり，リンパ節郭清

の程度が診断できた。

の病巣の検出にも有効と思われた。
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Tc－99m－Hurnan　Serum　Albumin（以下HSA）によるLym－

Plloscintigramにより乳癌における局所リンパ動態を検

討した。乳癌群では腫瘤上縁，対照群は対側乳輪上縁

の組織内へTc－99m－HSA　3mCi，O．3　mtを26G皮内針にて注

入した。注入直後よりDigital　Gamma　CameraGCA－90A

を用いて核医学データー処理にて15秒，1フレーム．

28分間のデーター集収ののち，注入部位，腋窩．鎖骨

下および胸骨労領域にROIを設定し放射図を作成した。

また所属リンパ節転移はcleari㎎法を用いて検討した。

放射図のpatternを腋窩型，鎖骨下型および胸骨労型の3

型に分けた。対照群では7例全例が胸骨労型であるが．

乳癌群では胸骨秀型が11例中9例（81．8％），腋窩型2

例（182％）で鎖骨下型は認められなかった。またn田

例はnHに比し各領域へのリンパ流は減少していた。

注入部位におけるクリアランスカープは，一相性の直

線を示し，そのTl／2は対照群の平均85．4分に対し乳癌

群では47．3分と約1／2であった。担癌乳房のリンパ流は

健常乳房に比し腋窩型が増加し，リンパは約2倍の速

度で流出することが判明した。
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　悪性リンパ腫（ML）と慢性リンパ性白血病（CLL）に

おけるリンパ節の描出態度をIn－111－oxineで標識した

リンパ球を用いた方法で検討した。

　対象は正常人3例，ポジキン病（HD）3例・非ポジキ

ンML16例（T細胞型5例，　B細胞型8例），成人T細

胞白血病リンパ腫（ATLL）1例，　CLL　11例（T細胞型

1例，B細胞型9例）であった。　In－111－oxineによるリ

ンパ球の標識と実施方法は先の学会で報告した通りであ

る。In－111標識リンパ球を被検者の肘静脈より投与し，

ガンマカメラで臓器分布を経時的に観察した。

　正常例では，（体表面から触知可能なリンパ節は認め

られなかった）リンパ節は描出されなかった。　HDで

は全例で描出され，1時間後から描出されたものもあっ

た。T－MLでは全例18時間後より描出され，　B－MLで

は大部分の症例で描出されなかったが，眼窩内MLの2

例でのみ描出された。CLLではT細胞では描出された

が，B細胞では9例中1例でのみ描出された。　ATLL

でも描出された。以上，T・B細胞型および組織像とリ

　ンパ節描出の有無との関係を検討したので報告する。
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